特定非営利活動（NPO）法人　　やましろ里山の会週刊ニュース　　2015年10月29日　588号
木津川堤防強化工事に伴う希少植物保全の立会い　22日14:00～15:00　　今年度の木津川堤防の補強工事として予定されているのが木津川堤防の右岸で、木津川市山城町域でマキエハギなどの希少植物の生育地で実行されます。やましろ里山の会が発見するまでは京都府下では日吉町で3本が確認されているだけでした。ところがこの貴重なマキエハギが山城町の木津川堤防には当たり前のように大群落として生育しているところを発見しました。加えてカワラサイコやスズサイコも生育するすごい場所だということになったのです。以来この地域一帯を本会の一番の貴重植物の生育地として管理観察を行っています。今年度の堤防強化工事の実施にあたり、できる限りを尽くして生育場所の保全に全力をお願いしました。①約20ｍ幅10ｍ程度の群落密集地の剥ぎ取りと戻しを強調しました。②木津川出張所は生育植物一本一本を植木鉢状に引き抜き移植先に移して工事が完成すれば元の位置に戻すということでした。③他の場所はユンボで剥ぎ取りダンプで移動させ、完成すればその土で表土利用するという三通りの方法を取り入れるとのことでした。基本的には貴重植物が単独で生育してのではなくて、多くの多様な植物と共生しているので、一部を取り出して保存するやり方ではなくで、その環境そのものを面としてとらえなければなりません。①での対応を強く要望しておきました。
里山農園の草刈り実施　23日　24日に行われる里山農園でのお茶会や芋煮会、十二夜の月見会に間に合うように、農園の雑草を刈り取っておこうと午後から作業を進めました。6号地7号地そして南の道と中の道、続いて17号地18号地19号地、加えて20号地（エノキノ林）の雑草を刈り取りました。夏に刈ったままでしたので、随分と大きくなってハンマーモアも時々エンジンがストップするほど太く高くなっていました。そして10号11号地の草を刈り、南の道の草も刈り取り調査観察に支障のない状況に草を刈りました。竹蛇籠の設置準備のために9月と10月のほとんどの時間を使ったので、里山農園などの草刈は手放し状況となっていました。主なところは刈とりましたが、畦の草刈と13号から16号地の草刈が残っています。2日間はかかる草取り量が残っています。
里山農園で24日10:00から植物調査を実施。名古屋から桜谷先生がお越しいただき、里山農園の秋の生き物調査を行っていただきました。また、通年オオムラサキなどの観察ができる観察台の設置についての助言もいただきました。午後に予定していたのが14:00からの教育棟での「お茶会」で、伊藤千恵子さんによるお点前でおいしいお抹茶をいただきました。深田理事長による京菓子の老舗「米万」のお菓子が用意されひと時を楽しみました。この日のために青代さんがめったに手にすることの無い最高級品・百万円のお茶碗4個を揃えていただき、贅沢に使用させていただきました。17人全員が輪になってお点前を頂戴、続いて16:00　芋煮会と炊き込みご飯を女性陣の奮闘で腹いっぱいになりました。朝から掘り出しできた新鮮そのものの薩摩芋を煮込んでいただきました。
17:30　十二夜の月見会です。夕やみ迫る里山農園で東の谷間の山の上に十二夜の月が輝きました。この日は風が少しありましたが、まさに秋晴れの雲一つなく月見には絶好の青空でした。日ごろはゆっくり月を見る時間の無い皆さんでしたが、この時ばかりはきれいな夜空を見上げて月の姿に酔いました。
18:10　この日のまとめをして、また25日の城陽市での緑化まつりと団地での朝市への協力をお願いして散会しました。次回にはぜひお越しください。
城陽市緑化祭り　25日（日）午前8時会場に展示物や綿菓子の機材を積んで到着しました。会場は城陽の東の山地で一日に15000台のダンプが山砂利を運び出した跡地の復元を目指しているたいへん広い公園です。模擬店や展示用のテントが30張り以上立ち並び、めいめいの準備が始まっていました。
里山の会は綿菓子と松かさツリーでの協力です。自分で作る綿菓子・参加型が人気を呼んで昨年は行列がずらりとできてお隣の売店にご迷惑をおかけしました。今年は本部の配慮があって行列があっても迷惑の掛からない場所を指定されました。やはり今年も1時間待ちの行列が発生しました。
松かさツリーつくりも準備中にも関わらず来客があって、開店時間前でしたがツリーつくりへの挑戦が始まってしまいました。10人分のセットを用意しているのですが、一日中満席続きで、ここでも20人ぐらいの行列が発生しました。この日は松傘ツリーと綿菓子に400人以上の来店がありました。準備には相当な量を増やしましたが品切れ完売となり、最終時には幼児は納得がいかず親御さんにご迷惑をおかけする場面もありました。
団地の朝市25日8:00～9:00まで　毎月最終日曜日に開催が決まって6回目となるもので、今回も用意した野菜は完売となりました。掘りたてのサツマイモやもぎたての黒豆等の人気商品はたちまち売り切れ状態となります。次回は11月29日を確認して会場を後にしました。
第50回京田辺市民文化祭に模擬店と里山活動紹介の展示物で参加、ご来場大歓迎です。京田辺市立中央体育館　10月31日と11月1日の二日間で午前9時30分に開場です。里山の会の模擬店は定番の糖度14％の鹿背山の柿販売と世界に一つのオリジナルな松傘ツリーつくり、そして自分で作る綿菓子体験をメーンに参加します。柿は数量に限りがありますので、売り切れごめんでお願いします。展示物は楽しい里山農園の活動紹介、そして今年のメーン作品は木津川生育植物標本写真集の展示です。木津川に生育する植物917種のうちで662種の標本写真を網羅した写真集です。採集植物の標本化と整理、そして同定作業を繰り返し、写真撮影のうえ冊子化の作業と気の遠くなる大量の作業を繰り返し、やっとまとめ上げた珠玉の植物資料です。京都府地域力再生プロジェクト事業交付金を得て作り上げたもので、一冊5万円の原価となっている作品です。ぜひ一度手に取ってください。国会図書館やその他大学や図書館に寄贈しています。続いてオオムラサキの産卵中の撮影に成功した貴重な撮影を展示いたします。今年7月4日の観察会で初めて産卵する瞬間に出会い撮影に成功しました。貴重な写真も見所です。10月17日18日に飯岡の木津川浜で設置した竹蛇籠の写真も展示いたします。これは10月3日4日に真竹200本の伐採を行い運びこみ、そして4つに竹を割り800本の材料つくりの大作業、一方1.5㎞に及ぶ通路の整備と玉石の運搬、竹蛇籠つくりへの参加者100人募集作業と整理、17日・18日の竹蛇籠つくりと引き続く木津川本川に設置する土木作業の経過を写真で発表します。ぜひご覧いただきたい成果物です。里山の会19年間の集大成の一環となるものです。この取り組みは、瀬を生み出し、ワンドの誕生、そして魚の棲みかを作り出し、生き物に優しい川、人に親しみやすい川への試みとしたものです。同時に京都大学の学生による環境調査を行いデータ―作成もされるものです。
